
　(2) 団体戦　トーナメント方式（各団、各部：１チーム）

　　　　　　出場団体は、出場する人数分、元立ち（生徒）をお願いします。

　　　　　「切り返し」、「正面打ち」、「小手面打ち」を行う。

　　　　　　過去、公式の大会（県／市連、道連）に出場していない人のみ参加可能。

　　　・スポーツ安全保険加入者であること

　　　（大会中の傷害については、応急処置のみ主催者側で行う）

　(1) 基本錬成の部（各団：２名まで） ⇒　（今回、中止）

　　　・金沢市スポーツ少年団登録団員であること

２．日　時 2021年11月20㈯　午前9時（開場　午前8時）

３．会　場

４．参加資格

　　　　・小学生の部　　　先鋒は３年／４年生。次鋒は女子（３年生以上）。

１．主　催 金沢市スポーツ少年団

石川県立武道館（金沢市小坂町西8-3　℡ 251-5721）

５．競技方法

　　基本錬成の部において、成績優秀な者は表彰する。　⇒　（今回、中止）

　　　引分けとする。勝数／本数が同じ場合は、代表決定戦を行う。

２０２１年度　金沢市スポーツ少年団剣道大会要項

　(2) 個人戦

　　　　・小学生女子の部　・中学生男子の部　・中学生女子の部

　(3) 個人戦　トーナメント方式（各団、各部：２名まで）

　　なお、参加団ならびに参加人数が少ない場合は、別途考慮する。

６．試合時間

　(1) 団体戦

　　　（延長は、小学生 １分、中学生 ２分）

８．表　彰

　　「㈶全日本剣道連盟剣道試合・審判規則・同細則」による。

　　　　　　　　　　　　　中堅／副将／大将は、５年／６年の男子または女子。

　　　　・中学生の部　　　５名で学年／性別は問わない。

　　　　・中学生女子の部　３名で学年は問わない。

　　　代表決定戦は、１本勝負。延長は、２回ずつ勝負が決するまで行う。

　　　　　※学年別の部については、男女制限はない。

　　団体／個人戦とも３位まで表彰する。（３位決定戦は行わない）

　　　　・３年生以下の部　・４年生の部　・５年生の部　・６年生の部

　　　判定とする。なお、準決勝以降は、延長２回ずつ、勝負が決するまで行う。

　　　小学生(２分３本勝負)／中学生(３分３本勝負)で、勝負が決しない場合は

　　　小学生(２分３本勝負)／中学生(３分３本勝負)で、延長１回とし、勝敗が決しない場合は、

７．試合規則



　　　　なお、団体戦については、オーダー順序の変更は認めない。

　　・申込書の記入について

10．申込み

　　　　「代表指導者名」： 団登録時の代表指導者名を記入

　　　　「連絡責任者」　： 有資格指導者以外（一般指導者、保護者）でも可。

　　　　場所　　金沢市スポーツ少年団本部　　TEL 241-0243

　　　　各団体、乗り合わせて駐車台数を減らして下さい。（他の競技でも使用）

　　　　体調の悪い人は、入場しないで下さい。

　　・選手変更は、審判会議までとする。

　　・各団、必ず２名以上の審判員を出して下さい。

　　・監督（代行）／引率者の服装は、正装（ネクタイ着用）とする。

　　　　（審判服が望ましい。ジャージや派手な服装は、お断りします）

　　　　また、試合場への時計などの持ち込みは禁止する。（腕時計は身につけない）

　　　　団体戦／個人戦ともに、必ず団員登録されている選手とする。

　　３人戦：１名のみ補充可能

　ただし、該当者が登録されている場合は、欠員とは見なしません。

　　　【中学生の部】　　副将 → 次鋒 の順で欠員

　　　【中学生女子の部】中堅を欠員

　　５人戦：２名まで補充可能

金沢市スポーツ協会  小熊（kanazawashi-taikyou@forest.ocn.ne.jp）

　　　　期限　　２０２１年１０月１２日㈫ 必着

　　　【小学生の部】　　先鋒、次鋒：そのまま欠員

　　　（１名も出せない場合は、賞状書き１名を出して下さい。段位に「賞状」と記載）

　欠員が生じる場合、他の団体から補充可とします。

　　　申込みは、メールでお願いします。（FAXは、文字が潰れるので NG）

９．その他
　　・各団、紅白の目印を用意してください。

　　・団体戦で欠員が生じる場合、以下のように選手を配置してください。

　　　　　　　　　　　　中堅～大将：副将 → 中堅 の順で欠員

　　　　試合場係（４名）：呼出し－１名、掲示－１名、記録－１名、時計－１名

　【 石川県立武道館からのお願い 】

11．その他
　　・別紙「大会ガイドライン」参照

　　　　　　　　　第３試合場：　警察学校／北陸綜警

　　　　　　　　　第４試合場：　金沢西署／県武

　　　　試合場係　第１試合場：　森本／森本少剣

　　　　　　　　　第２試合場：　游神館／此花

11．役割分担
　　・今年度の分担は、以下のとおりです。

　　　　大会本部　　　　　　：　芳斉／杜の里／杜の里錬心館

　　　　大会本部（３名）：司　会－１名、受付・記録－２名



※区切りの点線は、必要ありません。

－ 以上　－

約 79 ㎝

金沢市スポーツ少年団剣道大会 オーダー表作成要項

以下のように作成し、試合当日に持参してください。

・サイズ（縦：模造紙の長辺の1/4、横：模造紙の短辺）
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約 27 ㎝
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金沢市剣道連盟
1. 全般

・濃厚接触者回避の観点から、不織布マスクを着用すること。

・不織布マスクを着用し、健康チェック表を提出した方のみ入館できるものとする。

・剣道場内は、各団 監督１名、引率者１名　名札（受付時配布）を付けた人のみ、入場可とする。
　（役員、審判員、試合場係も同様）

・観戦については、各団２名までとし、必ず名札（受付時配布）を着用することとする。

・待機場所（柔道場）については、指導者・保護者がなるべく少人数になるようにすること。

・大会中の負傷については、応急処置は致しますが、責任は負いかねます。

・申込みをされた時点で、保護者によるビデオ撮影等に同意するものとみなす。
　また、肖像権保護等の観点から、撮影した写真、動画等をインターネット上へ
　アップロードすることを禁止する。
　（大会事務局が入賞の写真や氏名等を連盟ホームページに掲載することを除く）

2. 選手

・濃厚接触者回避の観点から、面着用時以外は不織布マスクを着用すること。

・全日本剣道連盟のガイドラインに基づき、選手は必ず「面マスク」と「シールド」を着用する。
　「面マスク」は呼吸障害を起こさないよう、通気性のあるものが望ましい。
　　また、鼻まで覆うこととする。（眼鏡装着選手については鼻を出すことは可能）
　「シールド」については、マウスシールドが必須。アイガードについては、希望者に限る。

・事故防止のため、竹刀・剣道具は必ず点検しておくこと。

・熱中症予防のため、各自で水筒を準備し、水分補給はこまめに行うこと。

・試合が終了した選手は、速やかに退館をお願いします。（表彰選手以外）

3. 審判員

・審判員は、受付時配布されたリボンを左胸に付けること。
（大会終了時、必ず本部へ返却すること）

・試合規定は、「全日本剣道連盟剣道試合・審判規則並びに同細則」、
　および大会申し合わせ事項並びに連絡事項等により実施する。

・審判員は、試合者の中止要請がない場合でも、様子がおかしいときには
　「やめ」をかけて体調を確認し、休憩要請があれば適時休息をさせる。

4. タイムスケジュール

・密を回避するため、２回に分けて受付・入場を行います。
　８：００ 開場入場（午前の部：中学生男女、小学生女子、保護者）
　９：００ 開会式
　９：２０ 試合開始（午前の部）

個人戦（中学男子、中学女子、小学女子）
団体戦（中学生男女）

１１：２０ 試合終了（午前の部）

１１：２０ 開場入場（午後の部：小学生、保護者）
１２；００ 試合開始（午後の部）

基本錬成 （今回中止）
個人戦（３年生以下、６年生）
個人戦（４年生、５年生）
団体戦（小学生）

大会ガイドライン

昼　食


